
その先の、道へ。北海道

《位置図》

釧路建設管理部

海岸事業

野付崎海岸は、漁業や観光などの地域産業の基盤であり、良好な自然環境に恵まれ、国内最大である特異な砂嘴地形を形
成するなど、多様な生態系や優れた海岸景観を有しています。本海岸は、平成 年、 年と波浪による砂浜の侵食が著しく、
近年では平成 年、令和 年に漁業関連施設や道路の越波・浸水被害が発生しています。このような状況から、海岸保全施
設の整備により地域住民の安全・安心な生活と豊かな自然環境を確保するものです。

野付崎海岸 侵食対策事業

事業延長 ：
事業期間 ：平成 年度～令和 年度（予定）
全体事業費：約 億円
事業内容 ：消波堤 、突堤 基

《整備効果》
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《写真：野付崎海岸》

着 色 凡 例

■：現計画整備済箇所
■：Ｒ６整備箇所
■：現計画未整備箇所

Ｒ６整備箇所（予定）

消波堤 ４０ 野付崎海岸
（標津町・別海町）

【整備前】 【整備後】
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消波堤

燈漁水産

《事業概要》

地図の出典先：国土地理院
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計画水深

釧路建設管理部

漁港事業

白糠漁港では、サケやタコを代表とする水産物を荷揚げしており、令和元年度から衛生的な屋根付き岸壁などの整備に着手
しています。荷揚げの環境を野天から屋根下に切り替えることによって、出荷まで一貫した水産物の衛生的な品質確保が可能
となり、消費者の「安全・安心」志向に対応した水産物のさらなる輸出促進を図るものです。

白糠地区（白糠漁港） 水産生産基盤整備事業

事業期間 ：令和元年度～令和 年度（予定）
全体事業費：約 億円
事業内容 ：－ 岸壁（天蓋施設）等

《事業概要》 《位置図》

《整備状況》

■：Ｒ６整備箇所（予定）

令和５年１０月
水産物の鮮度保持、衛生的な品質確保が可能

白糠町内
唯一の当漁港

《整備効果》

①荷揚げ

②選別

③計量 ④積込 ⑤出荷

白糠漁港

天蓋施設整備状況

天蓋での荷揚げ（秋サケ）

毎年５月～ 月のトキシラズが
風物詩となっている

荷捌所

天蓋施設整備状況
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